	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　「性の多様性を尊重しよう～保護者としてできること～」（対象：保護者）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	ねらい

	　性的指向・性自認について悩みを抱えていたり、周囲の理解不足から生きづらさを感じていたりするこどもたちの人権を守る観点から、保護者に多様な性について理解を深めてもらう。




	進め方


	流れ
	内容

	導入
（５分）
	・こどもたちの「いろいろな思い」を読んで、感想をお隣と共有しましょう。
自分もついつい「男／女らしくしなさい」と言ってしまうことがある。
　　周囲の理解が得られないのではないかと不安。
　　思っている以上に性別に違和感を感じる時期が早い。

	展開
（15分）
	【ワーク１】多様な性に関する基礎知識を確認する。＊配布資料を元に教師が説明
　・身体的な性、性的指向、性自認、性表現
　・LGBTQからSOGIへ
　
【ワーク２】偏見や先入観にとらわれた言動をしていないか、見逃していないか振り返りましょう。
　（不適切な言動の例）
　　「なんでスカートはかないの？」　「あの人、あっち系じゃない？」
　　＊教師から補足する
　　「娘さん／息子さん」→「お子さん」　「男／女らしく」→「自分らしく」
　　「彼氏／彼女」→「好きな人、パートナー」

【ワーク３】カミングアウトされたとき、どんなことに気をつけて話を聞きますか。
　＊グループワークで意見を共有する。
　・まずは、決めつけずに受け止める　　例「話してくれてありがとう」
　・他の人には口外しないことを伝える　例「誰にも話さないよ。」
　・対応してほしいことを聞く　　　　　例「聞く以外にできることはあるかな？」

	まとめ
（５分）
	・資料を配付する。
・保護者としてできることを考えましょう。
　　「男／女らしさ」ではなく、「自分らしさ」を大切にした子育てにしたい。
正しい知識をもつことが重要なので、勉強しようと思う。
命に関わる問題だと思って、これから真剣に考えたい。



	留意点

	・専門的な語句の説明ではなく、「性のあり方は、多様であり、すべての人に関係すること」という視点を強調する。









	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	ワークシート「性の多様性を尊重しよう～保護者としてできること～」



[image: ]こどもたちのいろいろな思い「女の子なのに○○レンジャーが好きなんて変だよ」って
言われちゃった。おかしいのかな。


就学前「おひめさま役が
やりたい」って言ったら
「おかまだ」って言われた



「ランドセルは
好きな色でいいよ」って言ってもらえて、うれしかった。

小学校「男の子なんだから泣くな」
っていつも言われてつらいな。




同性愛をからかう話題の時に、
一緒に笑うふりをしたけど悲しかった。


中学校・高校同性が好きなことがばれないように、
異性が好きなふりをしていた。


スカートをはくのが苦痛だったけど、
制服を選べるようになってよかった。







　偏見や先入観にとらわれた言動をしていないか振り返ってみましょう






こどもからカミングアウトされたら、どんなことに気をつけて話を聞きますか？
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わたしにできることは？
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